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冥王代海洋飛沫仮説の立案と検証法について
Splashed Hadean Seawater Hypothesis
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地球最古の生命の痕跡は約 38億年前の地層に記録されており、生命が誕生した冥王代の環境がいかなるものであった
のかを知る事は生命の起源を解明することにとって極めて重要である。しかし地球上には 40億年前よりも古い地層は残
されておらず、生命誕生のプロセスがどのような環境下で進行したのかを直接調べることは極めて困難である。
そこで我々は、40億年前までは地球への隕石衝突が盛んであったことに着目し、衝突により地球の原始海洋が宇宙空

間に飛び出し、そこに溶けていた化学成分（塩）が月の表面に付着し、その記録が現在も月に残されているはずであると
いう仮説を提唱する。我々の見積では、地球原始海水の約 20%が飛散し、月表面には 1cm厚ほどの塩が堆積することが
わかった。大量の原始海洋が地球を飛び出し、月表面に記録されれば、月表面のサンプルを詳細に分析することによっ
て、冥王代の原始海洋の化学組成を明らかにできるかもしれない。本発表では、この仮説がどれくらい有効に働くのか
についての定量的な議論と、この仮説の検証方法について議論を行う。
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